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Test-Driven Code Review(TDR)とは

• プロダクションコードより先にテストコードを 

検証するコードレビュー方法である 

• 実務者や非公式な文献から言及されているが 

体系的にまとめられた研究は存在していない 

• 本研究ではTDRがコードレビューに与える影響を 

調査する
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リサーチクエスチョン

• RQ1 : レビュワーにテストコードを見せる順序は 

コードレビューの有効性に影響を与えるか？ 
• 93人の開発者を対象に実験 

• RQ2 : 開発者はTDRの実践をどのように認識している

か？ 
• 103人を対象にインタビュー
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RQ1 - 使用ツールについて

• ブラウザベースで実験 

• コードレビューを視覚化 

• 操作ログなどを集計
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RQ1 - 事前調査

• 以下の項目を調査 

• 参加者の役割 
• Javaの経験 

• プログラミングの慣習 
• 実験日のこれまでの活動時間
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RQ1 - レビュー方法

• 3つのレビュー方法で調査 

• Test-First 
• Production-First 
• Only-Production
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RQ1 - パッチについて

• JPACMAN-FRAMEWORKから以下の条件を満たす変更

をレビュー対象とする 
• 自己完結している 
• プロダクション，テスト両方を含む 
• 簡単すぎず，難しすぎず 
• 疑わしい変更を含まない 

• 2つのパッチが該当 

• 4 bugs and 1 issues, 5 bug and 3 issues
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RQ1 - 統計量について

• レビュー方法を 

中心にメトリクス化 

• 各Propに対して 

ロジスティック回帰
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RQ2 - インタビューの参加者

• 以下の表の開発者   

+ ソーシャルメディアなどを通じて回答者を募集 

• コードレビューに関する一般的な質問後,TDRに関する

質問
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RQ1 - 参加者について

• コメントのないレビューや時間をかけすぎているレ
ビュー（異常値レビュー）を取り除く
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RQ1 : 実験結果

• レビュワーにテストコードを見せる順序はコードレ
ビューの有効性に影響を与えるか？ 

• 顕著な違いは以下の2つ 

• プロダクションに含まれる保守性の問題の割合 
• テストに含まれる不具合の割合
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RQ1 - 実験結果

• Test-Firstは"TestBugsProp","ProdMaintIssuesProp"の両

方で統計的に有意と判明した
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RQ1 - レビューの質の調査

• レビューの質を評価するため，外部から2人の評価者を

用意 
• １から５で評価し，Cohen’s kappaで一致率を調査 

•  production issues (κ = .69) 
• test issues (κ = .78) 
• production bugs (κ = 1) 
• test bugs (κ = .77) 

• "レビュー方法間で品質に違いはない"と判断
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RQ2:TDRの短所

• テストはそれほど重要でないと認識されている 
• "プロダクションの変更を先に知りたい" 

• テストはプロダクションの振る舞いについてあまり教えて
くれない 
• "まずプロダクションがどういう動作をするか知りたい" 

• テストの品質が低い 

• レビューツールでサポートされていない
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RQ2:TDRの長所

• ブラックボックスビューを与えてくれる 
• "プロダクションの振る舞いの概要を教えてくれる(ドキュメントのよう

に使える)" 

• "複雑なアルゴリズムを検証するときに入出力の確認がすぐにできる" 

• テストの品質を上げる 
• "テストが先に見られると分かると意識して書くようになる"
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まとめ

• 実験とインタビューによりTDRを体系的に調査 

• TDRにより質は下がらず，見つかるbugやissueの割合も

変わらない 

• TDRの適用に問題があると考えている開発者は多い
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